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研究成果の概要（和文）： 

 教師教育者とは、教員の専門性の向上に寄与するために教育、訓練、並びに各種サポートを
提供する役割を担う者を指す概念であるが、日本においては、教員養成、教員研修等に携わっ
ているものを教師教育者とみなし、その役割、専門性について議論することがほとんど行われ
てこなかった。本研究は、そのような状況の中で、日本における教師教育者の役割、あり方、
専門性について、議論が先行しているオランダや米国など諸外国の事例を参考にしながら検討
を進め、また、教師教育者などへのヒアリングなどを実施した結果を提示し、日本における検
討の研究的基盤を作ることに貢献した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This study has revealed teacher educators’ profession, expertise, and responsibility 

on the perspective of Japanese teacher education.  
This research is mainly constructed by a literature research among several countries 

including Japan, the Netherlands, and the U.S. , and by constructed interview with teacher 
educators. 
So far, there are very few discussion about the Teacher Educators in Japan. Then, as 

a result, the outcome of this study has contributed to improve and stimulate the 
discussions. 
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１．研究開始当初の背景 

欧米諸国では、教育の成果に対しての社会
の要求が高まりを背景に、様々な側面から教
育の質、教員の質を担保するための方法に関

して検討がなされてきた。教員養成のスタン
ダード(イギリス、アメリカ)やコンピテンシ
ー（オランダ）と呼ばれる教員の専門性を評
価するための指標作りなどはその代表例で
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あり、これについては日本でも取り組みが始
まっている。 

欧米諸国では、これに加えて教員養成およ
び教師教育に携わる専門家としての「教師教
育者 (Teacher Educators) 」についての議論
も盛んに行われているが、日本においては教
師教育者を取り上げた議論はほとんど行わ
れていない状況にあった。 

教師教育者についても、欧米各国において、
その専門的な資質を測るための指標が ATE 

(Association of Teacher Educators：米国教
師教育学会)スタンダード（1996）のほか、
Velon (The Dutch Association of Teacher 

Educators：オランダ教師教育協会、1996)

と Dengerink & Koster (2000) のスタンダ
ードなどとして開発され、教師教育者の専門
性に関する議論が発展してきている。 

また、諸外国での教師教育者としての役割
は、日本と比べると明示的であり、教師教育
者 の 育 成 が 効 果 的 に 行 わ れ て い る 

(Swennen, “Becoming a Teacher Educator”, 

2009)。このことは、教員養成のための専門
職学校によって教員養成をするケース（専門
養成機関型）が多いということも理由にある
が、大学（またはそれに相当する機関）にお
いて教員養成を行う場合（高等教育機関型）
も、大学においてアカデミックな講義を受け
るということと、教員養成課程としてのトレ
ーニングを受けるということとは明らかに
別れており、教師教育者がどのような役割を
果たすべきかという場面が定義しやすいと
いう点が挙げられる。 

 さらに、昨今では「専門養成機関型」の教
師教育者が、実践方法の指導のみに内容が偏
重していること、一方で「高等教育機関型」
における教師教育者が、実践の指導に関して
問題視されていることなど、それぞれの問題
点が議論されており、相互の問題点を補完す
るために、この両者が連携したり、改善の取
り組みがなされている。たとえばオランダで
は、両者が統合された教員養成プログラムが
展開されている。理論と実践を融合するリフ
レ ク シ ョ ン の 方 法 に 関 し て 著 名 な
Korthagen らは、ユトレヒト大学において教
員養成の改革に取り組んだ実践者でもあり、
ここで用いた方法は著書にもまとめられて
おり参照可能な状況にある。他にも、スウェ
ーデンでも、現場教員養成機関との間で教師
教育者を交換する制度を作るなど、新しい取
り組みがなされている。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、「教師教育者  (Teacher 

Educators)」が、教師教育の場面において求
められる役割、資質、能力を明確にし、教師
教育者の力量を高めるための具体的な方策
を開発することにあった。具体的に、以下の

4 つの項目に取り組んだ。 

(1) 欧米諸国における教師教育者スタンダ
ードの分析などの文献調査、当該機関
へのヒアリング調査等を実施し、教師
教育者の役割、能力、資質の把握と育
成に関して議論を整理する。 

(2) 教師教育者の経歴、経験に関する実践
的な知を収集、整理する。効果的な実
践をしていると思われる教師教育者を
中心にヒアリング調査を実施し、教師
教育者モデルを作成する。 

(3) (2)の調査の一部を、欧州教師教育学会
(ATEE)の研究グループにて共同研究
として実施し、日本と諸外国における
違いについて検討し、教師教育者モデ
ルの精度を高める。 

(4) 教師教育者の力量を高めるための研修
モデルないしワークショップの開発を
行う。 

 

３．研究の方法 

■基礎研究・文献調査 
欧米諸国では、教師教育者の専門性を定義

するスタンダードや、学習ツールなど、研究
結果が利用可能な形ですでに蓄積されてお
り、これらの資料を可能な限り収集し、整理
する。加えて、日本への適用可能性を検討す
ることを取り組む。 
文献等の収集先としては、主に以下の項目

を中心に行った。 
 

(1)「教師教育者の資質、素養」に関する資
料 
 ATE(米国教師教育者協会)、ATEE(欧州教師
教育学会)、Velon(オランダ教師教育者協会)、
TeacherQuolityToolBox(ATEE ワーキンググ
ループ)などが提供する教師教育者スタンダ
ード資料を中心に収集した。 
(2)「教師教育者の専門性と役割」に関する
資料 
“Becoming a Teacher Educator”(Anja 
Swennen 他、2009)に掲載されている議論を中
心に研究を取りまとめる。本書は、ATEE の
RDC(Research and Development Center)のワ
ーキンググループが 2006-2008に取り組んだ
国際協同研究の成果である。機関で教育を提
供する場面のみならず、学生や諸学校との関
係性についても踏み込んだ検討をする。 
(3)「教師教育者の育成」に関する資料 
教師教育者が、どのように経験知を蓄積し、
自らの育成に役立て、学習プロセスを発生さ
せているかを、“Linking Practice and 
Theory”(Korthagen、1995)をベースに検討
する。 
 
■各種機関へのヒアリング 
 教師教育者の役割、資質・能力、並びに育



 

 

成についての考え方や、実践状況を把握する
ために、国内外の教員養成機関にヒアリング
等の調査を実施した。 

本研究において最終的に訪問先した期間
としては、教員養成改革に欧州で最初に取り
組んだオランダの機関に直接訪問したほか、
各地域の教師教育学会（ATEE:欧州教師教育
学会、ATE:全米教師教育者協会、東アジア教
師教育研究大会）に参加し、各国の研究者、
実践者への聞き取り、情報交換の機会を多く
設けた。 

加えて、日本においても同様に、教員養成
機関及び教師教育者（教員養成課程担当者）
へのヒアリング、及び日本教師教育学会への
参加を通じて、研究者、実践者への聞き取り
情報交換の機会を多く設けた。 
 
■ATEE RDC における共同研究活動 
 ATEE：欧州教師教育学会の Research and 
Development Center(RDC：学会の課題研究に
相当する) の『Professional Development of 
Teacher Educators』という研究グループに
本研究期間を通じて参加した。この研究グル
ープでは、参加する予定である。このグルー
プでは、教師教育者の経験、履歴から、教師
教育者の専門性に関して追究していく調査
を 2009 年から 3年間の予定で進め、2011 年
度まででその活動をまとめた。 
 代表者は、この研究活動の一環として、日
本における教師教育者の専門性に関するヒ
アリングを行い、このデータを RDC のメンバ
ーと共有し、国際比較という形で教師教育者
の専門性や役割についての特徴を把握した。 
 
４．研究成果 
■教師教育者に関する検討の現状 

教員の質をどのように高めていくかとい
う点について、日本においては養成、育成の
課程（Curricula）に注目し検討が進められ
ることが多いが、欧米諸国では、この課程に
関する検討に並行した議論として、「教師教
育者」に関する検討が進められていることが
特徴であるということが確認できた。 

日本でも、本研究課題の応募時点である
2009 年の当時と比較しても、教員の質保証に
向けて、すでに教員養成課程の見直しが行わ
れ、また、各教育委員会においても、その研
修制度、育成のあり方や、能力要件を示した
スタンダードを提示している場合もある。 

を徐々に見直している状況にある。しかし、
このことは課程（Curricula）の見直しの議
論にとどまっており、上述で示したもう一方
の議論である「教師教育者」に関する検討は
本研究の周辺を除くと依然として少ない状
況にあり、本研究を通じて、教師教育者に関
する様々な情報発信、概念の検討は、日本に
おける教師教育者自身対しての議論を喚起

することに貢献したといえる。 
 
■教師教育者の専門性モデル 
教師教育者に関する専門性に関して、欧米

諸国、特に議論が進んでいるオランダ、イス
ラエルなど欧州教師教育学会(Associaion of 
Teacher Education in Europe:ATEE)の課題
研究(Research and Development Centre:RDC)
に参加する国々の事例を中心に調査を進め
てきたが、この研究を日本のフィールドに応
用する際に浮き彫りになった課題として、教
師教育モデルが異なる国に、すぐに展開する
ことは難しいということが改めて明らかに
なった。たとえば、「教科教育(Subject 
Teaching)」という言葉を一つとっても、そ
こから想起される教師教育者の専門性には、
先にあげたオランダなどの教師教育者と、日
本のそれとでは大きく異なるということで
ある。 
この違いは、教師教育者の専門性に起因す

るということよりも、教員養成課程、教師教
育モデルの違いから起きるものであり、この
ことを含めたさらなる研究が必要であると
いう考えに至った。 
 
■教師教育者の育成 
今回の研究を進めるにあたって、具体的に

参照できる事例として、Korthagen らが中心
となりユトレヒト大学 IVLOS 研究所にて開発
された、「リアリスティック教師教育アプロ
ーチ」を挙げることができる。この教師教育
アプローチは、課程をデザインするというこ
とよりも、むしろ、（教師）教育実践の場面
をベースとして展開していく教師教育モデ
ルであり、比較的どのような国においても導
入のための親和性が高いといわれており、実
際 に 多 く の 国 々 で 導 入 が 進 ん で い る
（Korthagen、2008）。筆者は、この方法論を
Korthagen から教授を受け、実戦の経験があ
るが、これは日本の教師教育の場面において
も十分に有用な手法であると考えている。ま
た、このリアリスティック教師教育アプロー
チは、「教師教育者の役割」を明確に定義し
ている点で、他の教師教育モデルと異なる特
徴がある。 
このリアリスティック教師教育アプロー

チの日本への展開へ向け Fred Korthagen 氏
による教師教育者育成プログラムの開発に
取り組んだ。日本の教師教育者 10 名程度が
同氏によるプログラム実践に参加するプロ
グラムへ、筆者も参与観察する立場でプログ
ラムに参加し、その記録をまとめた。 
この記録は、プログラム終了後、2 回にわ

たり参加者にフィードバックされ、日本にお
ける具体的な実践へ反映できるように工夫
が行われ、利用された。このマテリアルを利
用した教師教育実践が行われ、一定の反応を



 

 

得ることができた。 
しかしながら、このリアリスティック教師

教育アプローチを日本に適用する際に考慮
しなければならない点は、日本では教師教育、
特に教育実習の実態の違いを踏まえてなけ
ればならないことである。 

リアリスティック教師教育アプローチが
解決しようとした課題は、教師教育における
理論と実践を結びつけるために考案された
教師教育モデルであるが、これは、オランダ
を中心とした、実践中心型（実践の時間が日
本と比較しきわめて高い）課程を念頭に置い
て導き出されたこともあり、有用でありなが
らも、実際の展開には困難な点があると想定
される。 

この主なポイントは、「教師教育者の役割」
についての考え方や位置づけの違いからも
たらされることが多いと現時点で認識して
いる。 
 
■まとめと今後の課題 
 本研究課題を通じて、教師教育者の役割と
専門性というテーマに取り組んだ。教師教育
者の専門性については、欧米諸国と日本とで、
想定しているよりも、その内容や程度につい
ては、これまでに明らかになった限りにおい
ては違いがなかったという結果であった。 

しかしながら、日本の教員養成における教
師教育者の位置づけが明示的に議論されて
こなかったのは、教員養成の実践の場面と、
教師教育者が結び付けて検討されてこなか
ったという点に起因するという認識に至っ
た。 
 特に、教育実習、実践指導の場面をめぐっ
ての、教師教育者の関わり方、考え方に欧米
諸国との大きな違いがあることがわかった。
この点については、このことをスコープに入
れた研究課題を設定することにより、より教
師教育者の議論が深まっていくのではない
かと期待している。 
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